
女性の活躍推進委員会開催事業【富山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ２８５ 千円

交付金額 １４２ 千円

事業番号 ①

①本県の女性の就業率（75.9％：2020、全国3位）、平均勤続年
数（12.0年：R4、全国1位）、正社員比率（52.4％：R4、全国2
位）は全国トップクラスであるものの、民間事業所を含めた女性
管理職比率が低い(9.2%,R2、全国平均9.8%)
②仕事と子育ての両立の困難などの理由により、結婚・出産を
機に仕事を辞める女性が多い（第１子出産を機に離職した女性
常勤者:48.3％,離職者のうち就業継続を希望する人:26.5％,H29）

就業支援 富山県職業能力開発協会 富山大学
(一社)富山県経営者協会 富山県高等学校長協会
富山経済同友会 女性団体 富山県女性団体連絡協議会
富山県商工会議所女性会連合会 株式会社インテック
富山県商工会女性部連合会 株式会社北陸銀行
富山県中小企業団体中央会 株式会社富山第一銀行
(公社)日本青年会議所富山ブロック協議会 北陸電力株式会社

農林水産 富山県農業法人協会 男女共同参画 (公財)富山県女性財団
医療福祉 富山県老人福祉施設協議会 国 富山労働局雇用環境・均等室
労働団体 連合富山女性委員会

経済団体
学識

男女共同参画
推進事業所

女性の活躍推進委員会 委員

経済団体、企業、関係団体等が連携し、女性
活躍推進に係る国や県の取組み状況に関する情
報を共有し、今後の目標達成に向けた共通認識
が図られた。

少子高齢化が進む中での就職期の女性の大幅な転出超過は、
地域経済の縮小や地域の魅力の減退を引き起こすだけでなく、
少子化の進行を加速させる。本県の持続的な発展のためには、
県内企業経営者自身が改めて企業の取組みを見直し、女性を応
援する職場環境・風土をつくるとともに、それを対外的に見え
る化することで、企業の魅力を一層発信していく必要がある。
。

令和4年3月に策定した富山県女性活躍推進戦略
に基づく課題及び支援施策の整理を実施。県内の
経済団体、業界団体、労働団体、大学、女性団体
男女共同参画推進事業所、労働局などの関係者で
構成した、当委員会で幅広い立場から女性が活躍
しやすい環境づくりのための推進施策について議
論を行う。

項目 現状 R8(目標) 実績

30～34歳の女性の就業率 79%(H27) 87.2% 82.8%(R2)

管理的職業従事者に占める女性の割合 7.6%(H27) 14.0% 9.8%(R2)

男女共同参画チーフ・オフィサー設置事業所数 264社(R4) 291社(R5)

男性の育児休業取得率 15.6%(R4) 33.9%(R5)



事業の概要

【経済団体等のトップによるキックオフ会議】
経済団体等のトップと知事が女性の転出超過や
少子化の現状について危機意識を共有し、県内
一丸となって対策を進めていくための会議を開
催し、県内企業における女性活躍の取組みにつ
いて、意見交換を行った。

日時：令和５年４月25日（火）13時30分～15時
場所：富山県庁4階大会議室
出席者：各経済・業界団体トップ、知事 ほか）
内容：
①知事挨拶
②講演 「なぜ富山県の赤ちゃんは激減したのか
―雇用改革が握る富山県人口の未来－」 株式
会社 ニッセイ基礎研究所 人口動態シニアリサ
ーチャー天野 馨南子 氏

③意見交換
④令和5年度関連施策の紹介
主な意見：
・閉鎖的な環境を変えていかないと、女性も安心
して富山に戻る気になれないことを痛感した。

・女性を採用すると変な気遣いで、つらい仕事を
させたくないとか、単純作業を押し付けてしま
う傾向がある。男性と同じように扱うべき。

【富山県女性活躍推進戦略の枠組み】

【女性の活躍推進委員会】
日時：令和５年10月20日（金）13時30分～15時
場所：富山県民会館705号室、オンライン
出席者：委員13名、知事政策局長ほか
内容：
①知事政策局長 挨拶
②富山県の女性活躍推進の取組みについて
③意見交換
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